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東京に本社を置くA事業所では、仙台に
支店開設にあたり、営業課長であったBさ
んを仙台支店営業部長として人事異動させ
ることになった。
赴任先の仙台に向かうための新幹線の発
車時刻に遅れそうになったBさんは、タク
シーを使って東京駅に駆けつけた。降車し
て駅構内へ早足で向かっている際に足がも
つれて前のめりに転倒し、その際にかばお
うとして出した右腕を床で打撲して骨折し
た。その結果、Bさんは仙台に赴任するこ
とはできずに1カ月近く休業することに
なった。

転居に伴う本・支店間の人事異動に伴っ
て、Ａ事業所は、Ｂさんに仙台支社を通じ
赴任に当たっての赴任旅費を支給し、異動
発令日の前日まで転居すること、赴任月日
を事前に指定するなどを行っていた。
Ｂさんは、その指示に従って行動をして
おり、｢業務遂行性 ｣が認められ赴任途上
における業務上災害と判断された。

赴任途上における業務上の災害の取扱い
については、以下の要件をすべて満たす場
合に赴任途上災害と認定することになって
いる。
（ア）新たに採用された労働者が、採用
日以降の日において、その採用に伴う移転
のため住所もしくは居所（住居地）から採
用事業場に赴く（新規赴任）途上、または
転勤を命ぜられた労働者が、その転勤に伴
う移転のため転勤前の住居地などから赴任
先住居などに赴く途上に発生した災害であ

が

え
る
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ること
（イ）赴任先事業主の命令に基づき行わ
れる赴任であって社会通念上合理的な経路
および方法による赴任であること
（ウ）赴任のために直接必要でない行為
あるいは恣意的行為に起因して発生した災
害ではないこと
（エ）当該赴任に対し赴任先事業主より
旅費が支給される場合であること
〔関連通達〕｢赴任途上における業務災
害等の取扱いについて ｣（平成３年２月１
日基発第75号）
赴任のための移動について、労働者の行
為が事業主の支配下において行われたかど
うか、すなわち ｢業務遂行性 ｣が認められ
るかどうかは、
①事業主から赴任に伴う旅費の支給がさ
れているのか
②赴任日時、移動手段などが業務命令と
してとして具体的に指示されたかどうか
③労働者がそれに従って赴任したかどう
か
④私的事由による行動ではないか
そういった要件を確認のうえで判断され
ることとなる。
事業主は、労働者から労働の提供を期待
して赴任を行わせる。赴任が事業主の期待
する労働の提供に不可欠な条件となる程度
であることが必要だと解されている。その
ため、住居地の移転を伴うことが業務と同
様程度のものとして評価し得るものである
必要があると解されている。
この場合では仙台に赴任させること、そ
れに伴い住居を移転させることがそれに当
たる。
しかしながら旅費は支給されるものの、
移動手段、移動の日程などが労働者個人の
裁量、選択に任せられていて、事業主が関

与していない場合においては、事業主の支
配下における行動とはいえないものと考え
られる。
このケースにおいてＢさんは、仙台支社
から支給された新幹線の乗車券などに基づ
くスケジュールに従って行動していること
が確実であり、｢業務遂行性 ｣が認められ
ている。
新幹線の乗車時刻に遅れることを危惧し
て、タクシーを使用して東京駅に駆けつけ
た行為は、Ｂさんの判断ではあるものの、
事故自体はタクシーを降車した後の出来事
であり、私的事由として問題にはならな
かった。
このほか、移転のために住居地または赴
任元事業場から赴任先事業場所属の社宅な
どへ赴く場合、移転先住居の都合によりホ
テルなどに赴く場合などの途上の事故も該
当するケースがあると思われる。
なお、赴任途上災害については、赴任先
の事業場の保険関係を適用するとされてい
るため、赴任先事業場を管轄する労働基準
監督署が請求先となる。つまり、今回のケー
スでは、仙台支店を管轄する労基署が請求
先となる。
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